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研究成果の概要（和文）： 
漁業による海洋生物の偶発的な混獲は、世界的な社会問題に発展している。絶滅が危惧さ

れるウミガメ類においても、漁業による混獲が減少の要因のひとつとされている。本研究
では、近年測位精度が高まりつつあるバイオロギング手法を用いて、八重山諸島周辺海域
におけるアオウミガメの生息域・行動圏を高精度で把握した。次いで、これら範囲と小型
定置網設置場所との重複状況を調べ、混獲可能性や漁場との住み分けの可能性を模索した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 By-catch problem of marine animals in fisheries has developed to global issue. This 
problem is regard as the one of the factors of population decrement for endangered sea 
turtles. In this project, I had a research on the habitat utilization and home range of 
green sea turtles in Yaeyama Islands using high-accuracy Bio-logging method. Next, 
we investigated the overlap area between sea turtles’ habitat and deployment area of 
set-net, and then considered the by-catch risk of sea turtles and segregation between 
sea turtles and fisheries. 
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１．研究開始当初の背景 

漁業による海洋生物の偶発的な“混獲”は
現在、世界的な社会問題に発展している。と
りわけ、絶滅危惧種が対象になると顕著であ
り、例えば中西部太平洋まぐろ類委員会
(WCPFC)は海鳥の混獲防止措置を漁船へ義
務付けている。このような問題は、持続可能
な漁業を実現するためには、水産有用種だけ
でなく、絶滅危惧種の存在を無視してはなら
ないことを明確に示した。世界的に絶滅の危
険性が高いウミガメ類は、漁業による混獲が
劇的な減少の要因のひとつとされている。し
たがって、混獲防止策の開発は急務である。
現在までに、沖合・遠洋漁業で行われる底曳
き網や延縄においては、ウミガメ排除装置の
開発や釣針・餌の改良によって、混獲対策が
講じられている。しかし、沿岸域で行われる
定置網漁業に対しては、脱出装置の開発が行
われているものの、費用と労力の点から実装
が難しく、未だ十分な対策が行われていない。 

 漁具漁法の改良が進む一方で、ウミガメ類
の生態学的な知見を集積して、ウミガメ生息
域と漁場との住み分けを図るといったアプ
ローチは、これまでなされてこなかった。そ
の理由として、ウミガメを含む海洋動物の生
態は、直接観察できないため、行動生態・生
息域に関する知見が希薄であることが挙げ
られる。近年、ARGOS システムを用いた衛
星追跡によりウミガメ類の回遊経路が徐々
に明らかになりつつある（Godley et al., 
2008, Hatase et al., 2006 等）。しかし、これ
らは測位精度の問題により、ウミガメの生息
域を未だ特定できるに至っていない。ウミガ
メ類の生息域と漁場の住み分けを図るため
には、彼らの生息域とその利用目的を明らか
にする必要がある。利用頻度の高い生息域・
時期の環境特性を明らかにし、これと同様の
地域・時期を避けるように漁場・漁期を設定
できれば、定置網による混獲は回避できると
考えられる。 

近年、多様なセンサー（深度、速度、加速
度、温度等）を搭載した小型ロガー（記録計）
を海洋生物に装着し、そのデータを分析する
ことにより生物の詳細な行動を明らかにす
るバイオロギングという手法が発展してき
ている。ウミガメ類においては、甲羅と頭部
の深度・加速度変化を記録することで、行動
様式の分類（遊泳・休息・摂餌・呼吸・その
他の活動）が可能となった。さらには、鯨類・
ウミガメ類向けの GPS ロガーが開発された
ことにより、従来不可能であった詳細な水平
位置の記録も可能となった。このため、バイ
オロギング手法の適用は、ウミガメ類の生息
域とその利用目的の解明に対して有効なア

プローチであると考えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究では、沿岸域に生息するウミガメ類
を対象に、バイオロギング手法を用いて、生
息域とその利用目的を明らかにすることを
目的とした。また、これら生息地利用情報に
基づき、沿岸定置網の混獲危険性を評価した。 
 
３．研究の方法 

本研究では、沖縄県石垣島をモデル地域、
アオウミガメ亜成体（IUCN Red List; 
Endangered）を対象生物として設定した。2010
年度と 2011 年度に、石垣島沿岸域に生息す
るアオウミガメ亜成体を専門の漁業者に依
頼し、捕獲した。海洋動物の行動を測定でき
る測器を用いて、アオウミガメ亜成体の行動
圏と混獲可能性領域を調査した。実験では、
供試個体の甲羅に深度・加速度ロガー（リト
ルレオナルド社製）と GPS ロガー（Wildlife 
Computers 社製）、頭部に加速度ロガー（リト
ルレオナルド社製）を装着した（図１）。加
えて、2011 年度は新たに動画ロガーを装着し、
アオウミガメの棲息する環境を映像データ
として取得した。ロガーを装着した供試個体
は、捕獲場所にて放流した。甲羅の深度・GPS
データから鉛直・水平的な生息域が、頭部と
甲羅の加速度データから、時々の行動様式
（遊泳・休息・摂餌・呼吸・その他の活動）
を明らかにできた。これらロガーは、切り離
し装置（リトルレオナルド社製）と電波発信
機（ATS 社製）を内蔵した浮力体とともに装
着した。切り離し装置は設定時刻になるとウ
ミガメからロガーを切り離し、海面へ浮上さ
せる。海面に浮上すれば発信機からの電波で
位置を特定し、調査船によって回収した。実
験は、2年とも夏季（6-8 月）に行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１.データロガーを装着したアオウミガメ 
 

４．研究成果 
本研究の結果、八重山諸島に生息するアオ

ウミガメは、多くの小型定置網が設置されて
いる浅海域（＜3m）に、海草の摂餌のために
来遊していることが明らかとなった（図２）。

データロガー

と浮力体 



また、その来遊時間帯は潮汐に関係なく朝 6
時と夕刻 18 時周辺に集中していた（図３）。
また、個々の個体が利用する行動圏は非常に
限られたものであり、ある一つの摂餌場所
（海草藻場）はある特定の個体群が利用して
いることが示唆された。今なお、八重山諸島
における小型定置網設置区域は、アオウミガ
メの生息域と重複しているが、網口に自動開
閉装置を取り付けるなどして、アオウミガメ
が集中的に来遊する時間帯（朝 6時と夕刻 18
時）には網口を塞ぐなどの手段により混獲を
回避できるかもしれない。 
 

 
図 2. アオウミガメ一個体の滞在場所の推
移。黄色が摂餌場所を示し、紫色がそれ以外
の行動場所である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3.アオウミガメの一日における摂餌行動
を行なっていた時間帯 
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